
中学校の不登校•不登校傾向生徒への重層的な支援
̶ 援助 要請 と情報 共有 に焦 点 をあてて ー

佐 藤 由紀

1 . 研 究 の背景

不登 校児 童生徒数 は 2023 年 に 34 万 人 を超 え, その増加傾 向 は全 国的 な課 題 で もあ る (文部

科 学省 ,2024) 。 日本 財 団 (2018) に よれ ば不 登校傾 向 にあ る と思 われ る児童 生徒数 は不登校 児

童 生徒 の 3 倍 に上 る こ とを示 してお り, 不登校 生徒 のみ をケ アす るので はな く, 幅広 く不登校

傾 向生徒 も視 野 に入 れ, 対応 を検 討 してい く必要 が あ る と考 え る。 また, 学 年別不 登校 生徒数

をみ る と中学生 にな った段 階 で の不登校 生徒 数 が小学校 段 階 よ りも多 く, 中学校 で の課 題 で あ

る。小 学校 か ら中学校 へ移 行 す る とい った環 境 の変化 が激 しい 中学 1 年生 に とって は, 学校 に

適応 す るた め に とて も多 くのエネル ギー を使 って い る。 これ らの こ とか ら中学 ! 年生 の段 階 で

の対応 が必要 にな る と考 えた。

文部科 学省 (2024) は不登校 生徒 数 の増加 の背景 と して, 「『義務 教 育段 階 にお け る普通 教 育

に相 当す る教 育 の機 会 の確保 等 に関す る法律 (以下 , 教 育機 会確 保 法 と表記) 』の趣 旨の浸透 に

よ り保 護者 の学校 に対 す る意識 の変化 , コロナ禍 の影 響 に よる登校 意欲 の低 下, 特別 な配慮 を

要 す る児 童 生徒 に対 す る早 期 か らの適 切 な指 導 や 必 要 な支 援 に課題 が あ った こ とな どが考 え

られ る。」として い る。教 育機 会確保 法 が保 護者 に浸透 してい る こ とは よい こ とか も しれ ないが,

不登校 に対 して 「不 登校 の時期 が休養 や 自分 を見 つ め直 す等 の積 極 的 な意 味 を持 つ こ とが あ る

一 方 で学業 の遅 れ や進 路選 択 上 の不 利 益 や社 会 的 自立 へ の リス クが存 在 す る こ と (文 部科 学

省 ,2019) J を学校 が意識 してお くべ きだ と考 え る。 また, 休養 の必要 な生徒 はい る ものの, 生

徒 の 中 には学校 に行 きた い と思 いなが らも学校 に行 くこ とがで きない も どか しさを抱 えて い る

生徒 もお り, 休養 の必要性 か ら学校 が あ ま り支援 を しない ばか りで は学校 か らの距離 が遠 の い

て い く生徒 が増 えて い くので はないだ ろ うか と考 え る。 また, 課 題解 決 のため未然 防止 に力 を

入 れ る こ とは とて も重 要 で あ る と考 え る。 しか し, 実 際 の学校 現場 にお いて, す で に学校 生活

にお いて の困難 さや意欲 の減 退 を感 じて の不登校 で あ った り, 不登校傾 向 とな った りして い る

生徒 もい る。今 , 困 りを感 じて い ない生徒 か ら, 今後 困 りを感 じる こ とが予測 され る生徒 , ま

た, 現在 困 りを感 じて い る生徒 まで重層 的 な支援 が必 要 にな って い くと考 え る。
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2. 先 行研 究 と目的

( 1 ) 学校 心理 学 にお け る不登校 • 不登校傾 向へ の支援

文 部科 学省 (2019) は不登校 生徒 数 の増加 に対 して不登校 を問題 とせ ず, 学校 に登校 す る こ と

のみ を 目的 と しない社 会 的 自立 を 目指 す こ とを示 した。 また, 文部科 学省 (2023) は不登校 児童

生徒 のすべ て の学 びの場 の確保 , 生徒 の SOS を見逃 さず 困 りを感 じ始 めて い る生徒 へ SC,

ssw の配 置 な どに よる 「チ ーム学校 」 と して の予 防対 策 , そ して, みん なが安心 して学 べ る場

所 にす るな どの授業 改善 とい った 3 つ の 目指 す姿 を示 した。

この 3 つ の姿 は学校 心理 学 の示 して い る援 助

ニ ー ズ の小 さい一 次 的援 助 サ ー ビス か ら援 助 二

ー ズ の大 きい三 次 的援 助 サ ー ビス まで の重 層 的

な援助 の必要性 と一致 す る。また, 生徒 指導提 要

(文部科 学省 ,2022) にお いて示 され る 2 軸 3 類

4 層 の支 援構 造 とも一致 す る (Fig. 1 ) 〇

五十嵐 (2018) は教 師 に よる 「不 登校 」援 助 に

お け る今 後 の方 向性 につ い て次 の 2 つ の点 か ら

(文部科学省, 2022)

指摘 して い る。 1 つ は, 心理 ・社 会 面 だ けで な く学 習面 • 進路 面 • 健 康 面 な ど、の各領 域 が複雑

に交 わ りあ う 「学校 とい う場 」 にお いて, それ ぞれ が どの よ うな関連 を もって不登校 の未 然 防

止 に役 立 つ のか を見据 え る必 要性 で あ る。 も う 1 つ は個 々の教 師 の努力 や力 量 の差 だ けに依 拠

しない, 個 々の教 師 を支 え るた めの援助 システムの構 築 を行 う必要性 が あ る こ とを述 べ て い る。

この こ とか ら, 今 後 , 生徒 へ の未然 防止 のた めの指導 と教 師 に対 す る支 援 が これ か らは必要 に

な る と考 え る。 そ こで, 本研 究 で は生徒 へ の未然 防止 のため の指導 と して SOS を出せ る教 育,

教 師 に対 す る支援 として教職 員 の情報 共有 につ いて検 討 した。

( 2 ) SOS を出せ る教 育

人 に援助 を求 め る こ とは援助 要請 (help-seeking) とい う概 念 で研 究 され て い る。援助 要請 の

概 念 には態度 , 認知 , 意 図 ・意志 , 行 動 が あ る (本 田 ・新川 ,2023) 。援助 要請 態度 とは相 談 す

る こ とに対 す る態度 や考 え方 で あ る。「態度 」には様 々な捉 え方 が あ るが, 本 田 (2015) に よれ

ば, 援助 要請 に対 す る感情 や認 知 (考 え方 , 信念 ) が あ る ものの, 「態度 」の概 念 には認知 や感

情 の成 分 が含 まれ て い る。 したが って, 援助不 安, 被 援 助バ リアな どを広 義 の援助 要請 態度 の

下位概 念 で あ る と捉 えてお り, 援助 要請認知 が含 まれ, 援助 要請認知 は期待 感 と抵抗感 の 2 つ

に分類 され る (本 田,2015) 。
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本 田 ・新 井 ・石 隈 (2015) は援助 要請行動 が 中学 生 の学校 生活享 受感 (学校 生活適応 感) に

関連 す る こ とを示 して い る。 また, 岩瀧 (2008) は中学生 が相 談 を控 え る理 由 の多 くが援助 要

請 ス キル の不 足 で あ る こ とを指摘 して い る。最適 で機 能 的 な援助 要請 行動 を行 うこ とが で きれ

ば, 生徒 の学校 生活 の適 応感 が 向上 す る と考 え る。 この こ とか ら最適 で機 能 的 な援助 要請 を行

うこ とがで きる よ う育 てて い く必要 が あ り, 生徒 自身 が最適 で機 能 的 な援助 要請 を行 うこ とが

で きる よ うになれ ば, 不登校 の未然 防止 につ なが る可能性 が考 え られ る。

( 3) 教 職 員 の情報 共有

石 隈 (2016) は 「チ ーム学校 」 を実現 す るた めの具体 的 な改善方策 と して① 教職 員 同士 のチ

ーム, ② ^ 員 以外 の専 門 ス タ ッフの参 画 , ③ Hk域 や教

育委 員会 との連 携体 制 の整備 をあ げて い る。学校 と専

門 ス タ ッフ との 「縦 と横 の連 携」の充 実 が重 要 で あ る

こ とを示 してい る。 この 「縦 と横 の連 携」を図 るた め

の仕 組 み と して, 「学校 内 の援助 サ ー ビスの シス テム」

が あ る (家近 ,2013) 。この システム には個 別 の子 ど

もへ の援助 チーム ( 田村 . 石 隈,2003) , コーデ ィネ

ー シ ョン委 員会 (家近 • 石 隈,2003) , マ ネ ジメ ン ト委

員会 ( 山 口 . 石 隈,2009) の 3 つ のチ ーム援助 で整理 され てい る (Fig. 2 ) 。

山野 (2020) は学校組織 の課題 と して, 子 どもの生活課題 に対 して教 員 が相 談 すべ きか, 上

司 に挙 げるべ きか どうか につ いて も個 人 の判 断 にゆだね られ て い る現状 と子 どもの小 さな変化

を校 内で共 有 し, 判 断す る場 が ない こ とをあ げて い る。個 業 にな りが ちな教職 員 が有機 的 なっ

なが りを もち, チーム とな って連 携 し子 どもの成 長 を支 え るた め に協働 して い くこ とが必 要 に

な る と考 え る。

( 4 ) 本研 究 の 目的

本研 究 で は不登校 に対 して どの よ うな重層 的支援 を行 うこ とが有効 で あ るのか, また, 生徒

や教 員 に対 し, 実践校 の実 態 に応 じた具体 的 な取 り組 み を提案 す る こ とがで きるのか につ い て

検 討 す る こ とを 目的 とす る。具体 的 には以下 の 2 点 につ いて検 討 す る。

① SOS を出せ る教 育 の実践 授業 を行 い, そ の効 果 を検 証 す る。

舜 職 員 の間 で行 う情報 共有 が 円滑 に行 われ るた めの情報 共有 シー トの活用 を検 討 す る。

Fig. 2 心理教育 的援助 サー ビスのシステム

(家近,2013)
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】0日 未 満 1 0 ～3 0 日 3 1～9 0 日 91日 以 上

■2020 年度入学( 1年生) S 202 1年度入学( 1年生)

■2022 年度入学( 1年生)

3 . 実践校 の実 態

( 1 ) 生徒 につ いて

2020 年度 入学 生 か ら 2022 年度 入 学生 の保 健 室来 室 日数 につ いて保 健 日誌 を用 いて調査 し

た。分析 の結果 , 保健 室来 室 日数 につ いて は不登 校 生徒 (欠席 日数 30 日以上) 及 び、不 登校傾

向生徒 (欠席 日数 i o 日以上) の生徒 の状況 を調 べ る と, 欠席 日数 i o 日以上 の生徒 で あ って も

約 半数 の生徒 が保 健 室利 用 を して い た。 1 年 時 の欠席 日数 に よ る保 健 室来 室 日数 を比 較 した

(Fig.3) 。欠席 10 日未満 の生徒 は 2021 年度

2.6 B , 2022 年度 2.3 日で あ ったが, 欠席 10～

30 日の生徒 は, 2021 年度 13.8 日, 2022 年度

14.0 日で あ り, 10- 30 日欠席 して い る生徒 の

方 が保 健 室 を利 用 してい た。 この他 に も 2021

年度 , 2022 年度 1 年生 の 6 月 の QU ア ンケー

Fig. 3 欠席日数^ の保健室来室日数 ( 1年生)

:

い る生徒 が い る一方 で保健 室 に も向か うこ とがで きず SOS を出す こ とが で きてい ない生徒 が

い るので はないか と考 え られ る。 また, 中学 1 年 生 の 6 月 の段 階 で小規模 小 学校 出身生徒 の方

が学級 生活 で の不 安 や不満 を抱 えやす い可能性 が考 え られ る。

( 2 ) 教職 員 につ いて

教職 員 の実 態 を把握 す るため教職 員 の不登校対応 に関す る意識 ア ンケ ー トを行 った。 ア ンケ

- 卜の結果 か ら教職 員 は情報 共有 につ いて重要視 して い る こ とが明 らか にな ったた め, 校 内で

の情 報共 有 につ いて どの よ うな 内容 を共有 したい と考 えて い るのか イ ンタ ビュー調査 を行 った。

1 ) 対 象 : 14 名 (管理職 , 担任 , 副 担任 , 学年 主任 , 特別 支援 コーデ ィネ ー ター, 養 護教 諭 ,

支 援 員)

2 ) 実施 時期 : 2023 年 12 月 - 2024 年 1 月

3 ) 結 果 と考 察 : イ ンタ ビューデー タ を コーデ ィング し, KJ 法 に よ り項 目をま とめた。 まず,

言葉 や 内容 が類似 して い る発 言 をま とめた ところ 13 の カテ ゴ リが抽 出 され, さ らに 5 つ の カ

テ ゴ リ (共有 す るべ き情報 , 具体 的 な情報 , コーデ ィネ ー シ ョン委 員会 が機 能 す るため の情 報 ,

卜のデ ー タ を分 析 した結 果 , 小規 模 小 学校 か

ら進 学 した生徒 が不 満 足群 にい る割 合 が多 い :

こ とも分 か った。

これ らの こ とか ら, 保健 室 を居 場所 と考 えて '
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教 員 を支 え る, 組織 風 土 ) に分類 す

る こ とが で きた (Table 1 ) 〇 この結

果 か ら表 面 的 に見 えて い る情 報 だ け

で な く, そ の生徒 に関 す る様 々 な情

報 か ら多角 的 に見 つ め アセ ス メ ン ト

や プ ラ ンニ ングを行 い た い と考 え ら

れ る。 また, 共有 したいIf 報 と して

具体 的 な支 援 の方 法 や見通 し ( 目標 )

を考 えて い る こ とが分 か った。

Table !  教 職 員 イ ンタ ビ ュー ま とめ
具体的内容 (" =14)

するべき脚

(子どt ® ¢)
背景 背景や家庭環雄 学校での支援を知りたい

ia去の爭までさかのぼって知りたい,過去の経! ¢で¦揖 解できないことがある

Stt その前の時間のことが次の授業に影響することがあ奇.

今、こうゆう状睨だとか細かいことが必要

日常 一日の様子を知りたい

今日のことは今日、共有する。

良いところ 喫 っている物 瞬 撤 しい

•¢ の子¢) いい場面を伝えたい

大きなことを起こす子のurn は回るけどそうでない子は回らない

生徒指專面での情報共有は早く伝わるが刻 麺 での情報共有は時個がかかる
具体的な情報
(疫 と斂 し)

不登校を生まないための支援
(1次的疫 ) 特 瞬 ーされだ« » のツールづくりをしていきたい

若手担任に関わり方を伝えらんといけん
気になる生徒人の領
(2次・3次峻 援)

支援会議でも報告だけでとどまっている.見通しや手立てが示されない

朧 を共有して見立ててその情報が回っていればみん" がそれに向がっていける。
コーディネーション委員会
が機飴するための情報

魅 1W®の^ Wt 支卷 貝会での情報を回覧している

アナログ人間だから紙で回貫してほしい。回恥 あればだれが見ている井チェックできる

対話による情報共有 詳«Iな情報は直接確認する

雑談も含めて、そうじゃない情報¦列 なことがあるだろうと思っている

学年部での情報共有・薫携 中学校の風土として学年部で抱えて学年部で解決する

学年部でもあまり関りのない先生もいる

教Rを以 る 担任への趣 気兼ねな < 声をかけてくれる人は絹しいし、方法を示すだけでなく話を聞いてもらえると貌しい

支法の方法は情報を受けて担任で決めたい.

キーマンZVの 支援会議では浅いところしかできないので必要に応じてケース塩 を行う

キーマンを学年部や学校で支えていきたい
組em みんなは発信しているつもりでも狭い範囲にとどまっていることがある

会3kg が多くても意見を言いにくい

4 . 実践研 究 1 (援助 要請 につ いて)

( 1 ) 目的

新 しい環 境 で過 ごす 中学 1 年 生 に対 し so s を出せ る教 育 を行 うこ とに よって, 援助 要請行

動 の大切 さに気付 き, 援助要請 の力 を高 め る こ とを 目的 と し実践研 究 を行 った。

( 2 ) 方法

1 ) 対 象者

① 対象 生徒 : A 市立 中学校 に在籍 す る 1 年生 94 名 (男子 57 名, 女子 37 名)

② 生徒 の実 態把握 : 実践 前 に, 対 象 生徒 の援 助 要請 に対 す る認 知 につ いて援助 要請期待 感 と

援助 要請抵 抗感 に よるプ ロフ ィール を ク ラス タ分析 に よ り作 成 しアセ ス メ ン トを行 った。 クラ

ス タ 1 は 43 名 で あ り, 援助 要請期待 感 , 援助 要請 抵抗感 ともに尺度得 点 が低 か ったた め, 認知

低 群 と解釈 した。クラス タ 2 は 31 名 で あ り, 援 助要請期待 感得 点 はあ ま り高 くな く, 援 助要請

抵 抗感得 点 が高 か った ため, 抵抗群 と解 釈 した。ク ラス タ 3 は 14 名 で あ り, 援助 要請期待 感得

点 が高 く, 援助 要請抵 抗感得 点 が低 か ったた め, 期待群 と解釈 した。

2 ) 授業者
Table 2 SO S を出せる教育の実施 日程

教 員 2 名 (筆者 を含 む) で あ った。筆者 が T 1, 時期 実施内容

学級 担任 を T 2 と した。なお, 1 回 目の授業 で は SC
2024年 4月中旬 プレテス ト

が授業 の補 助 を した。

2024年 4月中旬 第1回 授業

学校生活をすてきに過 ごそう

3 ) 時期
2024年 5月下旬 第2回 授業

お悩み名人になろう

Table 2 に示 す とお りで あ る。 2024年 5月下旬 ポス トテス ト

2024年 i o月下旬 フォローアップテス ト
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4 ) 測 度

本研 究 で は効果測 定 ( アセ ス メ ン トも含 む) のた め, 本 田 ・新川 (2023) が作 成 した援 助要

請認 知尺 度 • 援助 要請 ス キル尺 度 を使 用 した。

5 ) 手続き

本 田 ら (2015) は援助要請 ス キル を学 ぶ だ けで な く心理教 育 を合 わせ て行 うこ とが 有効 で あ

る こ とを述 べ て い る。援助 要請 の流 れ につ いて は援助 が必要 な状況 で あ るこ とを認 識 し, 周 囲

の援 助 源 を判 別 し援 助 要 請 を行 うか ど うか を判 断 した の ち援 助 を求 め る行 動 に出 る ( 本

田(2015) 〇 この流 れ を踏 ま え, 第 1 回 の授業 で は東 京都 教 育委 員会 (2018) を参考 に, 不 安 に

な る こ とが あ った時 に校 内の教 員 や支 援 員 な どに相 談 して もよい と伝 え, 周 囲 には多 くのサ ポ

ー ト源 が あ る こ とを理解 し, 援助 要請 ス キル を身 につ け るた めの ガ イダ ンス とす る こ とをね ら

い と した。第 2 回 の授業 で は社 会性 と情 動 のス キル学 習 (小泉 ・山田,2011) な どを参考 に, 困

った りした ときに身 の 回 りに相 談 で き る相 手 が い る こ とを知 り, また, 援助 要請行動 を認知 す

る こ とで援 助要請 に対 す る期待感 を高 め, ロール プレイを通 して誰 か に助 けを求 め るス キル を

得 る こ とをね らい とした。事例 につ いて は石 隈 (1999) な どを参考 に し, 社 会面 (集 団, 友 人

先 輩) , 学 習面, 対 教 師, 健 康 に関す る内容 とした。中学生 に とって は進 路 の悩 み を抱 え る こと

もあ るが, 本 授業 で は中学 1 年生 とい うこ ともあ り進路 の悩 み につ いて は設 定 しなか った。

( 3 ) 結果

授業 の効果 を検 討 す るため授業 前 , 授業後 , 授 業一定期 間経過 後 の援 助要請認知 , 及 び, ス

キル の得 点 の変化 につ いて ア ンケ ー トを実施 し, クラス タ と時期 に よる二要 因混合 計画 の分 散

分析 を行 った (Table 3 ) 0 認 知低群 にお いて は実践授業 に よ り期待 感 が 向上 し, その期待 感 が

Table 3 各変数 にお けるクラスタ と時期 による二要 因混合計画 の分散分析 の結果

認知低群 (”=32) 抵抗群(〃=24) 期待群 (n=13)

pre post follow up pre post follow up pre post follow up

援助要請期待感 26.14 28.97 28.63 27.75 26.92 26.75 34.71 33.71 30.00
0.58 0.79 0.91 0.70 0.95 1.10 0.92 1.25 1.44

援助要請抵抗感 16.00 16.14 16.60 22.46 21.08 20.75 11.50 14.00 15.64

0.54 0.81 0.92 0.65 0.98 1.11 0.86 1.28 1.46

援助要請スキル 38.18 40.00 39.52 38.50 39.58 35.83 42.62 43.39 41.85

1.01 1.10 1.31 1.18 1.29 1.54 1.60 1.76 2.09

注) 上段 は平均値, 下段 は標準偏差。 認知低群=認低, 抵抗群=抵抗, 期待群=期待 pre=Tl ,post=T2,follow up=T3

** p  < .01,・「<.05

主効果 交互作用

ク ラ ス タ ( ド値 • 自 由 度 )
2

む 時期 (目直 • 自由度) 2
nP ( ダ値 • 自由度) 2

nP
援助要請期待感 11.29** (2,70)

認低,抵抗 <期待

0.24 3.31 (2,140 ) 0.05 7.51** (4,140)
認低 : T1<T2,T3

0.18
期待 : T1,T2>T3

援助要請抵抗感 24.63** (2,70)

抵抗 > 認低 > 期待

0.41 1.33 (2,140 ) 0.02 3.17* (4,140)
期待 : T1<T3

0.08

援助要請スキル 3.59* (2,67)

抵抗 < 期待

0.10 2.15 (2,134) 0.03 1.21 (4,134) 0.04
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維 持 され た。期待群 の期待感 得 点 は pre,post と比較 し follow が下 が る結果 とな った。期待群 に

お いて は実践 授業 後 の抵抗感 も上昇傾 向 にあ り, 時間 の経過 とともに高 くな ってい る。

( 4 ) 考 察

本 授業 実践 の主要 目的 で あ る援助 要請 行動 の大切 さに気付 き, 援助 要請 の力 を高 め る こ とが

で きるか につ いて は, 認知低群 にお いて援助 要請期待得 点 が授業後 上昇 しそれ が 10 月 の段 階

にお いて も維 持 され た とい う結果 とな った。 また, 援助 要請 に関 す る認 知 で あ る 「被 援助 に対

す る期待 感」 は介 入後 に上昇 した。後藤 ・平石 (2013) は, 生徒 の肯定 的態度 につ いて, 学級

の援助 要請規範 が肯定 的 で あ る と, 生徒個 人 の態度 も肯定 的 で あ り, 援助不 安 が低 ま り, 援 助

要請 を行 いやす い こ とを示 して お り, 期待 感 の高 ま りが今後 の援助 要請行動 につ なが る と考 え

る。認 知低群 の生徒 は中学校 に入 学 す るまで の段 階 で あ ま り被 援助 へ の期待 も抵 抗 もなか った

生徒 で あ り, 困 りを感 じる機 会 が少 なか った生徒 だ と予想 され る。 この こ とか ら, 一 次 的援 助

サ ー ビス の対 象 で あ る生徒 に対 して は so s を出せ る教 育 を行 うこ とが その後 の援助 要請期 待

感 を向上 させ る こ とに有効 で あ る と考 え られ る。一方 で, 期待群 の生徒 の期待感 が下 が り, 抵

抗感 が上 が っていた。 中学生 にお いて年齢 が高 くな るほ ど援助 志 向性 が低 くな る こ とが指摘 さ

れ て い る (水 野 ら,2006) 。 これ らの こ とか ら, 今 まで は他者 の 目を気 にす る こ とな く周 囲 に援

助 を抵抗 な く求 めてい たが, 思春 期 に入 り, 周 りの 目が気 にな る こ とが影 響 して い るので はな

い か と考 え る。

また, 援 助要請 ス キル得 点 につ いて は変化 が見 られ なか った こ とか ら援 助要請 ス キル の 向上

につ いて は難 しい現状 が あ る と言 え る。 しか し, 本 田 ら (2019) は, 日常 生活 上 で援助 要請 ス

キル が般化 し援助 • 被 援助 を経験 す る こ とで援助 要請 に関 す る認知 が変容 す る可 能性 を指摘 し

てお り, ス キル トレーニ ング と同様 に般化 を推進 す るこ とが重要 で あ る と述 べ て い る。援助要

請 ス キル につ いて は, 援助 要請 の方法 や具体 的 な行動 のポ イ ン トを学習 し, 普段 の生活 で実 際

に活用 す る こ とで強化 され る こ とが予想 され, ス キル の向上 を もた らす可 能性 が あ る こ とが考

え られ る。 そ の後 の学校 生活 で活用 す るよ う働 きか け る こ とがス キル の定着 につ なが るので は

ないか と考 え る。

5 . 実践研 究 2 (情 報 共有 の充 実 に よ る支 援体 制 づ く り)

( 1 ) 目的

縦 と横 のつ なが りを強化 して い くため に情報 共有 ツール を活用 す るこ とが, 校 内の支援体 制

づ く りに有効 で あ る こ とを検 証 す るこ とを 目的 とす る。
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( 2 ) 方法

チームで援助 す るため に 「アセ ス メ ン ト」 「支援 の方 向性 」 「具体 的手立 て」 を, 関係 す る教

職 員 で共有 してお くこ とが必要 で あ る と考 えた。 この こ とか ら情 報共 有 に活用 で き るツール を

学校 心理 学 で示 され る石 隈 • 田村 式援助 チーム シー ト (石 隈,1999) を も とに作 成 した。生徒 支

援会議 が隔週 に 1 回程 度 開催 され てお り, その会 議 にお いて生徒 の状況 か ら今 後 の支 援 につ い

て検 討 す る こ とを計画 した。別 室 で過 ご して い る生徒 へ の支 援 につ いての活用 を検 討 し, 支 援

記録 と ともに別 室登校 生徒仕様 に改訂 した情報 共有 シー トを回覧 す る こ とと した。効果検 証 の

た め次 の方 法 に よ りイ ンタ ビュー調査 を実施 した。

1 ) デー タの収集 : 担任 を して い る教諭 と別 室 で の支援 を行 って い る支 援 員 に対 し, 情報 共有

シー トの評価 につ いて イ ンタ ビュー を行 った。

2 ) 調査 手続 き : イ ンタ ビュー調査 につ いて実施 す る前 の週 に依頼 した。調査 場所 は実践校 の

相 談室 で の イ ンタ ビュー を行 った。録 音 時間 は 15 分程 度 で あ った。

3 ) 調査 時期 : 2024 年 11 月 で あ った。

4 ) 調査 内容 : 情 報 共有 ツール を使 った感想及 び効果 と課 題 につ いて, 半構 造化 面 接 を行 った。

( 3 ) 結果 と考 察

1 ) 情 報共 有 シー 卜の活用

4 月 の支 援会 議 にお いて活用 を提案 し, 個 別 の支 援 につ いて検 討 を行 った。担任 が複数 名 の

生徒 の情 報 共 有 シー トを記 入 し検 討 して い

くこ とは難 しか った。別 室登校 生徒 へ の情報

共 有 シー トにつ い て は支 援 の記 録 フ ァイル

に挟 み込 み, 同 時 に回覧 で き る よ うに した

(Fig.4) 。情 報共有 シー トを回覧形 式 にす る

こ とで担 任 だ けで な く学 年 部 教 員 や相 談 室

担 当, 養 護 教 諭 な どが様 々 な気 づ き を記 入

し, その中で担任 が 目標 を書 き込 んで い く形

と した。本来 で あれ ば一人 ず つ に対 して援 助 チームのメ ンバ ーが集合 して話合 い を行 うこ とが

望 ま しい。 しか し, その時間設定 も難 しい 中 にお いて, 毎 日の回覧 に よって生徒 の状況 と担任

の思 い, 専 門的 な知識 を確認 し, 支 援 を行 えた こ とは とて も有効 で あ った と考 え られ る。

Fig.4 記録 ファイル で情 報 共有 シー ト回覧
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2 ) 教職 員 へ の イ ンタ ビュー

情 報 共有 シー トの活用 の有効 性 や課題 につ いて, イ ンタ ビュー内容 を SCAT 分析 した。その

結果 , 得 られ た理 論記述 は次 の とお りで あ る (Table4 ) 0 理論 記述 よ り, 担任 か らは生徒 の活

動 状況 が把握 で き, 生徒 の実体化 に よって多面 的 なアセ ス メ ン トが可 能 にな った。 また, 情 報

量 の増加 に よる支援 の明確化 が な され た。支 援 の記録 と情報 共有 シー トを活用 した こ とで の効

果 が あ った。 また, 担任 へ の関与 の多 さや考 えの表 出 に よ り担任 の抱 え込 みの予 防 にな る こ と

が明 らか にな った。支援 員 か らは, 記録 の蓄積 が振 り返 りを促 し, 援助者 間 で方針 の明確化 に

よ り理解 が深 ま る こ とが効果 と して明 らか にな った。情報 共有 シー トを活用 す る こ とに よ り情

報 量 が増 え, 学 年部教 員 だ けで な く関係 す る教職 員 も書 き込 み をす る こ とを通 して, 担任 や支

援 員 は一人 で抱 え込 む こ とな く指導 • 支 援 を行 うこ とが で きた こ とが成果 で あ る。 また, 回覧

に よる書 き込 み をす る こ とで縦 と横 のつ なが りを深 め る こ とが可能 にな る と考 え られ る。課 題

と して は, 担任 か らは組織対応 の必要性 や実 態 をふ ま えた アセ ス メ ン トの違 いが あ り, 課題 の

設 定 や評価 につ いて教 師 の判 断 の難 しさが あ る こ とが示 され た。支 援 員 か らは詳細 の確 認 で き

る機 会 の必要性 な どの映 全体 で の対応 や立場 の違 う支 援者 の間 で の着地 点 のす り合 わせ が必

要 で あ る こ とカヾ示 され た。専 門的 な視 点 か らの課題 の設定 な どにつ いて は, 担任 一人 , 支援 員

一人 で の判 断 は負担 が大 きい か らこそ, 多様 な視 点 か らの意見 をす り合 わせ, 協働 的風 土 の中

で合 意形 成 を図 って い くこ とが今 後 の課題 とな るだ ろ う。 この点 を改善 し, 支 援体 制 を作 って

い く必要 が あ る と考 え られ る。今 後 の活 用 につ いて は生徒 に対 す る目標 や効果 の可視化 に よ り

生徒 の行動変 容 へ の動機 づ け とな る可 能性 や, 校 内体 制 の更 な る充 実 が必 要 で あ る こ とが明 ら

か にな った。

Table 4 担 任 と支 援 員 の イ ンタ ビュー

ッ _ ル を 導 入 す る こ と に よ り 生 徒 の 活 動 状 況 の 把 握 、 生 徒 の 成 長 の 実 体 化 が で き\
多 面 的 な ア セ ス メ ン トが 可 能 に な る 。 組 織 的 対 応 の 必 要 性 が あ る 。 実 態 を ふ ま え た
ア セ ス メ ン トの 違 い が あ り 、 課 顯 の 設 定 や 評 価 に お い て 教 師 の 判 断 の 難 しさ が あ
る 。 情 報 愚 の 増 加 に よ り支 援 の 明 確 化 さ れ 、 視 覚 的 情 報 共 有 に よ る 支 援 の 効 率 化 が
図 られ る 。 活 用 に つ い て は 関 係 者 同 士 で の 目 標 共 有 や 目標 設 定 の 方 法 の 検 討 が あ
る。生 徒 に 対 す る 成 功 の 可 視 化 は 生 徒 の 成 功 体 験 に つ な が り 、 行 動 変 容 へ の ・ 機 づ
1±と な る 。 シ ー トに よ る 連 携 の 効 果 と し て は 視 点 の 変 化 と 情 報 の 集 約 的 提 示 で あ
る。担 任 へ の 関 与 の 多 さ や 考 え の 表 出 が 抱 え 込 み の 予 防 に つ な が る c 生 徒 の 状 態 の
比 較 に よ り他 の 支 援 計 画 の モ デ リ ン グ と な る 。

ツ ー ル の 評 価 と し て は 言己録 に よ り 、 リ フ レ ク シ ョ ン の 促 し と な る が 、 組 織 全 体 で の
日 常 的 活 用 や 立 場 の 違 う支 援 者 と の 間 で の 着 地 点 を 見 出 す こ と が 課 題 で あ る 。
共 有 シ ー トの 効 果 絶 大 で あ り 、 援 助 者 間 で の ニ ー ズ 方 針 の 明 確 化 や 文 字 化 す る こ と

支 援 員 に よ る 理 解 の 深 ま り が 期 待 で さ る 〇 実 現 困 難 な 対 応 で は あ る が 詳 細 の 確 認 が で き る
機 会 の 必 要 性 が あ る c 子 ど も を 真 ん 中 に 置 い た 協 働 意 識 に よ り 多 様 な 視 点 か ら の サ
ポ ー トと な る 。 紙 面 を 通 し て の 相 互 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が よ り よ い ア セ ス メ ン トの
た め の 情 報 の 整 理 と な り 、 動 機 づ け の 成 功 に よ る成 長 を も た ら す だ ろ う C
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6 . 成果 と課題

本研 究 に よって, 中学入 学後 の早 い段 階 で よ りよい援助 要請 を行 うこ とがで き るた めの心理

教 育 とス キル教 育 と合 わせ て指導 す る こ とに よ り, 援助 要請 を行 うこ とを認識 して い なか った

生徒 が一 つ の ヒン トを得 た こ とは意 味 が あ るだ ろ う。援 助要請認 知 や援助 要請 ス キル に注 目 し

た検 討 を行 ったが, 援助要請 が行 われ た際 の教職 員 の対応 力 の向上, また, 生徒 間 で の援助行

動 の向上 が求 め られ る と考 え る。 また, 情報 共有 シー トを活用 す るこ とで支 援者 が抱 え込 み を

防 ぐ可 能性 が高 ま り, 協働 しやす くな った こ とは成果 とい え るだ ろ う。本研 究 で は課 題未 然 防

止教 育 と困難課題 対応 を中心 に取 り組 み を行 い, 不登校 生徒 • 不登校傾 向生徒 に対 して の指導 ・

支 援 を行 うこ とが で きた。重層 的 な支 援 とす るた め に も, 発 達支持 的生徒 指導 に関連 した取 り

組 み な ども充 実 させ て い く必 要 が あ るだ ろ う。

最後 に, 重層 的 な支援 を実現 す るた めの校 内体 制 の構 築 を支 え る コーデ ィネ ー ターの在 り方

につ いて の検 討 で あ る。校 内体 制 の更 な る充 実 を図 るため には人 や情 報 をつ な ぐキーパ ー ソン

とな る コーデ ィネ ー ターが必 要 にな るので はないか と考 え る。今後 , コーデ ィネ ー ターが どの

よ うな役 割 を担 うこ とが不登校 支援 にお いて重 要 とな るのか につ いて も検 討 して い きた い。
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